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はじめに
中国の漫画作品の多くは政治と密接に関わり、これまで時代時代の政府において宣伝工
作を担う重要な宣伝工具として重用されてきた。とりわけ、そのプロパガンダとしての用
途は 1930 年代から 1940 年代（日中戦争・国共内戦）にかけて最初の隆盛を迎えたと言え
る1。この時期の漫画作品については中国共産党統治区（所謂、抗日革命根拠地や解放区）
で出版された『救亡漫画』や『抗戦漫画』所収の作品を筆頭に、主に「抗日」や「軍民一
致」などをテーマに描いたものが同時代を代表する作品として例示されてきた。そのプロ
パガンダとしての役割については当時から各雑誌内で明言される。
    今日の『救亡漫画』誌の誕生は我らの主力となる漫画戦の始動であ 
る。上海は中国漫画芸術の発祥の地であり、この小さな 5 日おきの発
行物は上海に残留する漫画戦士たちの基地でもある。敵に抵抗し、最
後の勝利を勝ち取るためにも、全国数百人の漫画家同志の今後の増援
が必要なのは言うまでもない。          
（王敦慶「漫画戦」『救亡漫画』創刊の辞2） 
また、『救亡漫画』停刊後に発行された『抗戦漫画』も同様に「戦時宣伝」の目的を明確
に有していた。
    我々は戦時期における漫画運動を継続・拡大するため、闘争を徹底
   的に貫かなければならない。したがって、『救亡漫画』が再びその生命
を吹き返すことができるかの如何にかかわらず、我々は漫画宣伝隊を
中心に同志たちを集め、また一つの新たな生命を育み、全国同胞の抗
戦への気概を刺激し、敵の凶悪な宣伝と死力戦を尽くすのである！ 
（葉浅予「『救亡漫画』的第二個生命」『抗戦漫画』創刊の辞3） 
現在に至るまで、中国漫画の評価は常に中国共産党の立場からなされるものが目立ち、
中国国内外を問わず、そこに合致する作品群を中心に扱う関連書や先行研究が多かった。
しかし、同時代における日本占領区（淪陥区）にも漫画作品は紛れもなく存在していた。
南雲（2010）は、これまで先行研究において検討されることの少なかった日本占領区の
漫画雑誌『北京漫画』について取り上げ、当該誌の基本情報を提示しつつ、幾つかの点に
言及した。
1940 年創刊の月刊誌『北京漫画』は日本軍統制下にあった武徳報社の発行であり、中国
                                                  
1 劉一丁『中国新聞漫画』中国青年出版社、2004年、pp152‐189
2 『救亡漫画』創刊号、1937年（沈建中編『抗戦漫画 老上海期刊経典』上海社会科学院出版社、2005
年、p6）
3 『抗戦漫画』創刊号、1938年（沈建中、前掲書、p126） 
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側では概ね「汪精衛偽政府が統制した刊行物で、目的は日寇の中国侵略政策に奉仕するこ
とである4」と評価され、現在まで研究対象として積極的に扱われることはなく、多くはそ
の雑誌名のみが漫画史やメディア研究などで触れられるに止まる。また、『北京漫画』は日
本人漫画家が創刊・発行に深く関わった雑誌であり、日本を代表するプロレタリア漫画家・
柳瀬正夢や大田耕士、小野澤亘、久米宏一らの協力を得ていた5。東京発行の雑誌『カリカ
レ』（1938 年-1941 年）メンバーを中心に、『北京漫画』に参加した漫画家たちは当時の日
本漫画界では制約があった漫画雑誌創作の可能性を夢見て、その実現を目指した6。その精
神は日本軍という侵略者に統治される現地中国人漫画家にも共有され、「日中漫画家の共同
作業」の成果としてプロパガンダ一色に偏らぬ、戦時期では異色の漫画雑誌『北京漫画』
に結実した。 
 
    『北京漫画』は現在新中国で唯一の純粋漫画雑誌で、北京で幸い 
にもこのような雑誌が漫画愛好者の眼前に提示できるというのは、
漫画に携わる作者が癒される精神の拠り所である7。 
これは『北京漫画』関係者の言葉であるが、当該誌に携わることが現地の漫画家にとっ
て、重要な意味を持っていたことがこの言葉からもうかがえる。
本論では日本占領区で発行された漫画雑誌『北京漫画』のうち、中国人漫画家・孫之儁
の作品を取り上げ、「抗日・親日」、「協力・非協力」という単純な二項対立では片付けられ
ない戦時期・日本占領区の漫画について改めて検討し、中国漫画研究に新たな視点を見出
したい。尚、『北京漫画』の図版資料に関しては、姜亜沙編『民国漫画期刊集粹』（第 9 冊
～第 10 冊）全国図書館文献縮微複製中心、2004 年によっている。
1．『北京漫画』の日本人
『北京漫画』については先に述べた通り「日本の侵略行為に奉仕する刊行物」という評
価が中国側にあるほか、日本でも「日本人と現地の反国民党、反共産党系中国漫画家との
合作漫画雑誌8」と評される。ただ、これらはいずれも些か不正確であり、漫画創作に関わ
る当事者の実情とは隔たりがあった。 
まず、『北京漫画』の創刊・発行に携わった日本人について触れる。彼らはプロレタリア
漫画誌の代表とされる諷刺雑誌『カリカレ』へ参加していたことからも、その言動は「反
共産党・反国民党」、「日本軍部の御用画家」という範疇には決して含まれぬ人物であった。
『北京漫画』発行の中心人物・小野澤亘は当該誌に参加する以前について述べ、日本国内
での創作活動が難しく、また生計を立てることも厳しかったという。1939 年に中国を訪れ
たが、それは「くいぶちを稼ぐ」ことに加え、「中国共産党の活動に触れる」ことを望んだ
からだとも述べた9。その後は『北京漫画』誌に集まった中国人漫画家に対して「（戦争は）
日本が必ず負ける。もし私が中国人だったら直ちに八路軍に参加する」という主旨の発言
もしている10。
                                                  
4 西丁主編『美術辞林・漫画芸術巻』陜西人民美術出版社、2000 年、pp608‐609 
5 片寄みつぐ「柳瀬正夢と『北京漫画』」『季刊諷刺画研究』第 46・47号、2004年 
6 南雲大悟「日本占領区における漫画雑誌『北京漫画』について」土田知則編『マイノリティの言語実
践と社会行動－文化・越境・歴史』千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書 第 207
集、2010年、pp48‐51
7 編集者「基本作家集団懇談会」『北京漫画』第 3巻第 3期、1942年 
8 須山計一『日本漫画 100 年』芳賀書店、1968 年、p156 
9 小野澤亘、「我対華北電影隊的回憶」『新文化史料』1988年第 1期、p49 
10 小野澤亘、前掲書、p51 
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また、小野澤は共に『北京漫画』の発行に関わった久米宏一についても述べている。現
場での創作に際して、上司から圧力を受けると日中双方の漫画家を代表して久米が抗議を
したり11、中国人漫画家に小野澤を紹介する際、平然と「彼は共産主義者」と言い放ち、
周囲が驚いたという12。これらは現在の日中双方でイメージされる『北京漫画』の「反共」
像からは読み取れぬ一面であろう。
このような日本人漫画家たちの言動は日本占領区に身を置く現場の中国人漫画家やスタ
ッフの心を和ませると同時に、信頼感を増し13、雑誌発行の程よい潤滑油となったのであ
る。
2．中国人漫画家・孫之儁について
孫之儁は『北京漫画』誌を代表する中国人漫画家の一人であるが、それ以前から抗日漫
画を創作し、また中国共産党の地下工作を支援するなどの動きを見せた人物である。これ
も「現地の反共産党系中国漫画家との合作」とする『北京漫画』評からは外れたものであ
る。
現在まで『北京漫画』に関わったと公表される中国人漫画家は寡少であり、個人の経歴
や各種資料を入手することも困難である。そんな中、中華人民共和国建国後以降もその消
息が明らかである孫之儁（他に「孫信」、ペンネームとしては「孫近之」、「孫特哥」、「傅基」
も使用した）は『北京漫画』誌での発表作品も割合多く、また、反日的な中国人漫画家が
日本占領区でどのような創作活動を行ったのかという点を探る上でも非常に興味深い調査
対象である。
ここではまず孫之儁の『北京漫画』に至る足跡について触れておく14。1907 年 11 月、
河北省藁城県の人。1927 年に国立芸術専科学校西洋画学科に入学し、在学時に「北京漫画
社」を創設する。この年に発表した『北晨画報』第 19 号での「二八」という作品が彼の
最初の漫画作品とされる。1928 年、日本軍と蒋介石国民党軍が衝突した「済南事件」を契
機に抗日漫画を創作し始め、この年、初の複数コマによる漫画『快楽家庭』を発表した。
1930 年、芸術専科学校卒業後は河北省易県の第八中学で美術と音楽の教員に就き、翌年、
易県第八中学救国団を組むと、集団創作漫画「国人速醒」を『世界画報』で発表した。そ
の後も抗日漫画や諷刺漫画の創作を継続し、1936 年夏に上海の第一回全国漫画展、1937
年には北平漫画展に参加するも、盧溝橋事件後に失職。1938 年に京華美術専科学校で写生
の担当教員に着任し、『武訓先生画伝』を出版。その後、1940 年『北京漫画』創刊を迎え
るや、彼の漫画作品もそこに掲載される。この頃、孫之儁の義妹・丁冷をはじめとする中
国共産党の地下工作員の活動を支援した。
戦時期を経て、中華人民共和国建国後も漫画創作を続ける。中国の著名な作家・老舎
（1899 1966）の代表作『駱駝祥子』のストーリーを作画した『駱駝祥子画伝』を発表す
ると、その作者である老舎自身からも賛辞が贈られた。しかし、1951 年「武訓伝」批判15が
                                                  
11 小野澤亘、前掲書、p50 
12 小野澤亘、前掲書、p51 
13 小野澤亘、前掲書、p50 
14 資料としては孫之儁『思想・手跡・足跡』人民文学出版社 2008 年、栗華「中国早期的漫画家 孫之儁」
『文史精華』2001 年第 8 期、陳四益「北有孫之儁」『読書文摘』2008 年第 7 期、馮大彪「孫之儁 被時
代遺忘的画家」『決策與信息』2008 年第 10 期を参照した。
15 1951年半ば以降に展開された、映画「武訓伝」に対する批判キャンペーン。武訓は清末の人で、人か
ら施しを受けたり、ためた金を高利で貸したり、土地を小作に出すなどの手段で金を貯え、私塾を興した
一種の民間教育家。映画は、困難に耐えながら教育を興そうとした彼の精神と事業をたたえるものであっ
たらしい。これに対し、1951年 5月 20日の『人民日報』社説「映画『武訓伝』の討論を重視すべきであ
る」（筆者は毛沢東であったことがのちに明らかにされた）が、武訓が「そもそも封建経済の土台及びそ
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起こると、同時に孫之儁の過去の創作『武訓先生画伝』も批判対象となり、「私が書いた『武
訓画伝』の過ちを検討する」文を発表し、自己批判を強いられ、漫画創作から身を引くき
っかけとなった。その後は教員としての生活を中心に童話や連環画の挿絵創作にも携わっ
たが、1966 年の文革当初から迫害を受け、自殺に追い込まれた。
資料を基に彼に関する記載を拾い上げ、略歴を振り返ってみた。各資料とも『北京漫画』
時代の活動については具体的な創作活動ではなく、主に「日本占領区における地下工作活
動の援助」の点に紙幅を費やしていた。
孫之儁の漫画作品や関係者の文章を掲載する『思想・手跡・足跡』（人民文学出版社、
2008 年）中に、『北京漫画』時代の彼の作品（計 5 点）の転載のほか、娘・孫燕華の様々
なコメントが見られる。
「私がバカにして嘲笑するのは…」（『北京漫画』第 2 巻第 6 期、1941 年16）（図 1）で
は、メイクやヘアスタイルをしっかりと決め、タイトなワンピースを着こなす若い女性が
自信有り気に闊歩する姿が描かれている。孫之儁はこの絵に対して「無学で傲慢なくせに、
絶世の美女と自負し、我がもの顔でふるまうが、実際には人に弄ばれるのに、それでもな
お得意満面である」とその女性の解説も添える。『思想・手跡・足跡』では娘の孫燕華が全
ての図版採択と各作品への解説をしている。しかし、「私がバカにして嘲笑するのは」作品
自体への評価は与えられず、当時の漫画創作状況の一端を紹介するに止まる。
 
テーマ創作はこの時期の特殊な現象である。日本侵略者が一心に中 
   原へすり寄り、彼らの天皇を紫禁城に入城させようとするため、北平
陥落後にも決して南京大虐殺のような惨劇を起こさず、日本侵略者は
   「懐柔策」を用いて、盛んに「日中友好」を叫び、懸命に文化芸術界
の著名人を抱き込んだ。美術界では、多くの展覧会が開かれた以外に、
漫画家を組織して、テーマを与えて創作することも日常のことであっ
た。たとえば、この「私がバカにして嘲笑するのは！」である。多く
の漫画家の同一テーマによる作品が発表された17。 
先行研究において『北京漫画』に関連する具体的な記載内容が乏しくなる要因は、やは
り当該誌が従来の「汪精衛偽政府と日本軍部へ奉仕した刊行物」という評価に覆われ、そ
の具体的な活動を語ることがタブー視されている顕れと言えるかもしれない。
次に、孫之儁の実作から、当時における中国人漫画家の創作活動の一側面に触れてみる。
3．孫之儁の漫画実作Ⅰ‐ 滑稽画を代表する「範統」シリーズ
『北京漫画』において孫之儁は時事漫画や政治諷刺漫画を創作することが少なく、主に
庶民、市井の人々をユーモラスに描いた作品を多く残した。ここではまず彼の漫画観につ
いて述べた文章を紹介する。
 
 「漫」は「拘束されない」という意味であり、「漫画」は一種の「拘
束を受けない絵画」なのである。たとえば、肖像のデッサン・スケッ 
                                                                                                                                                     
の上部構造には毛すじ一本手をつけようとせず」逆に「封建文化を熱狂的に宣伝し」またそのために必要
な地位を得るために「支配者に奴隷的へつらいの限りを尽くした」男であり、このような男をたたえるの
は反動宣伝であるとした。（丸山昇・伊藤虎丸・新山徹編『中国現代文学事典』東京堂書店、1985年、pp232
‐234）その後における中国の文化文芸統制の先駆けと見なせる。
16 孫之儁、前掲書、p164。但し、当該書提示分の「1942 年 4 月第 3 巻」という出版年月や巻数は誤り。
17 同上 
－ 20 －
チは常に整えて、きっちりとしなければならず、色彩、光線、輪郭は
少しも手を抜くことはできない。肖像漫画を描くならば、とても自由
である。好きなように描けばよい。かりに好きならば直線でその特徴
を描き出してもよいし、点描で顔にしてもよいし、円で顔を描いても
よい。 
    もしあなたがまだはっきり理解できないなら、漫画の芸術界におけ 
る役割は話劇における道化役、文学界における通俗的な諧謔文や諧謔
詩にたとえてもかまわない18。 
時代性、そして地域性から見ても、果たして彼は実作に、この「漫」の要素を十分に反
映できたのだろうか。
孫之儁は漫画を「諷刺画、滑稽画、抒情画、挿絵及びその他」に分類したが19、自身は
『北京漫画』誌上で主に「滑稽画」に属する作品を中心に発表していた。その代表作の一
つが「範統」シリーズである。
「範統」は『北京漫画』第 2 巻第 6 期、8 期、9 期、11 期、第 3 巻第 2 期、3 期、4 期
（計 7 回）に連載された、各期それぞれ複数コマ（4 コマ或いは 6 コマ）からなる漫画作
品である。前半 4 回分はタイトルが「範統先生と楊勝仁」で、後半 3 回は「範統」となっ
ている。署名は 2 通りあり、「孫特哥」（第  巻第  期、  期）と「特哥」（第  巻第  期、
 期、第  巻第  期、 期、 期）である。第  巻以降の計  回分はそれぞれ副題も付け
られた。
主人公の「範統」は恰幅のよい、愛敬がある中国人男性であるが、この名は中国語で
「Fantong＝（飯桶）」と同音で、「飯を食うしか能力がない、ごくつぶし、役立たず」と
いう意味に通じる。タイトルに含まれるもう一人の男性「楊勝仁」はハッキリとした目鼻
立ちに、モミアゲは長めに伸ばし、欧米人と思われるが、この名前も言葉遊びの当て字に
なっており、「Yangshengren＝（洋聖人）」で「西洋の聖人」などの意味を掛けている20。
しかし、この登場人物に対しては特に「聖人」と重ねるキャラクター設定をした訳でもな
い。
第 1 回（第 2 巻第 6 期）は 6 コマの構成である。内容につき順次紹介する。範統（中国
服・布靴）と楊勝仁（白いスーツにシルクハットとステッキ・革靴）が若い中国人女性（中
国服・ハイヒール）の尻をニヤケて追いかける（1 コマ目）。その女性は「北京郊外の頤和
園（万寿山）行」のバスに乗車してしまい、2 人は乗車するかを迷うも、結局は共にその
バスに同乗する（3 コマ目まで）。バスを降り、水辺（おそらく昆明湖）を歩く女性の後を
追うと、歩き続ける女性の足元に封筒を発見する 2 人（4 コマ目）。2 人はそれを見るや、
「きっと自分にくれたラブレターだ！」と先を争って飛び込み、封筒を奪い合う（5 コマ
                                                  
18 孫之儁「漫画浅説」『庸報』1935 年 6 月 3 日、10 日、17 日（引用は孫之儁『思想・手跡・足跡』pp9-10）
19 孫之儁『思想・手跡・足跡』p10、pp16-17。「滑稽画」は目的が人を笑わせることである以上、少なく
とも「笑いの種」が一つは含まれなければならず、「誤解・状況の不規則な変化・でっち上げ」などの手
法を駆使すれば問題ない、と述べる。
20 「1941 年、孫先生は連続漫画『範統と楊勝仁』を発表した。彼はやはり同音の技法を使用し、実際に
は「飯桶と洋聖人」なのである」。この文は孫燕華「解析・鑑賞・追思‐女児・孫燕華眼中的父親」『思想・
手跡・足跡』、pp197‐290 からの引用であるが、90 頁以上ある該当部分中、『北京漫画』及びその所収作
品に触れた唯一の箇所である。ここからも『北京漫画』時代が当事者にとって触れたくない歴史であるこ
とがうかがえよう。 
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目）。揉み合いの末、楊勝仁が封筒を手にしたが勢い余って真っ二つに引き裂いてしまう。
すると、そこにハチか蚊のような虫が飛びかかり、楊の鼻をひと刺しし、2 人は驚き跳び
上がる（6 コマ目）。
果たして 2 人が「ラブレター」とした封筒が本当にそうなのか、女性本人のしぐさから
は読み取ることは難しい。女性は登場する場面全てにおいて腕組みをしたままで、後を追
い回す 2 人には気付かない、もしくは何も興味がない様子である。また、1 コマ目の女性
の表情は少し硬く、「嫌悪感」を示している感じもあり、オチに繋がる「ラブレター」の真
偽は分からない。少なくとも、欲望の赴くままに行動した 2 人の間抜けな男にとんでもな
いアクシデントを配することで笑いを誘うことがこの作品の「滑稽」の手法だったと言え
よう。「範統」シリーズは同様に「範統の女性へのまなざし」を表現する内容が多く、第 2
巻 11 期を除き、続く第 2 巻第 8 期、9 期、第 3 巻第 2 期、3 期、4 期とそれぞれ女性との
関係が話題の中心となる。
第 2 回（第 2 巻第 8 期）は楊勝仁が電話を取り次ぎ、範統を呼び出す（1 コマ目）。電話
の主が男か女かを確認する範に、楊は「若い女性だ」と伝える（2 コマ目）。「恋愛が成就
した、万歳！」と喜ぶ範（3 コマ目）は家の壁をぶち壊して飛び出し（4 コマ目）、慌てて
受話器を受け取り「範統です」と満面の笑みを浮かべて電話に出る（5 コマ目）。すると電
話の向こうからは「私は樊○さんに用があるのであって、飯桶（大飯食らい）に用はない
のよ！」と怒鳴られる。つんざくようなその声に受話器から耳を離し、受話口を悔し涙で
にらむ範統（6 コマ目）。その後ろには同時に苦笑いする楊勝仁も描かれる。今回の結末は
欧米人とされる楊が先方の「範」（Fanの去声：第四声）と「樊」（Fanの陽平音：第二声）
を聞き分けることができなかった、もしくは故意にそう仕組んだことに起因する。前者の
場合は登場人物が「外国人」という特性を作品に反映した内容としてなかなか面白いもの
である。
第 3 回（第 2 巻第 9 期）は範統が単独で登場し、1 コマ目は範統の就寝場面から始まる。
以降は突如、2 コマ目から 5 コマ目に渡って、念願の「女性とのデート」の場面が描かれ
てしまい、この時点で既に「夢から覚める」というオチへの展開が予測できてしまう。5
コマ目では女性からキスの要求をされ、口づけをすると、ふと「君はどうして口が臭いん
だい」と尋ねる範統。最終の 6 コマ目へ移行すると、夢から覚めた現実の世界に引き戻さ
れる。そこにはベッドから落ち、膝まづいた体勢のまま、脇にある「夜間用のしびん」と
口づけを交わす範統の姿があった。（図 2）
この回から連載に「楊勝仁」の姿が消え、さらに第 3 巻以降にはその名もタイトルから
外されてしまい、「『範統』のみ＋副題」という形になる。連載を続ける上で、「楊勝仁」の
「（範統の）ライバル」としての価値や「外国人」特性の利用に可能性を見い出すことがで
きず、今後は「範統」単独で作品の世界観を拡げていこうとした決断が垣間見える。
このように、範統と女性をめぐる作品では、彼は必ず最後に自身の考えられないような
「どんでん返し」や手痛いしっぺ返しに遭う。第 5 回（第 3 巻第 2 期）「釈迦に説法」で
は、女性に対して自慢げにスケートを指導するも氷上で大転倒してしまう範統。よく見れ
ば、彼女はスケートが得意であり、範統はその腕前の凄さを目の当たりにし、驚きでアゴ
を外す。第 7 回（第 3 巻第 4 期）「だしぬけに失礼とは存じますが」は公園に娼婦を漁り
に来た範統が通りかかった女性へ単刀直入に「すいません、街娼さんですか。おいくらで
しょうか…」と尋ねるや、顔面を平手打ちされ、後方に吹き飛ばされる。
女性は登場するが、少し色合いが異なるものに第 6 回（第 3 巻第 3 期）「この世の春に
至りて」がある。街を行き交う多くのカップルたちにギョッとする範統（1 コマ目）。梢に
も一対の小鳥がさえずる。「くそっ。どうして俺には恋人がいないのか」と嘆き、強く拳を
握りしめる（2 コマ目）。そんな彼が向かったのは「冥衣店（葬祭用の服や関連雑貨を販売
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する店）」であった。店の主人を呼び、若い女性を模した死者に手向ける紙人形がいくらな
のか尋ね、購入してしまう（3 コマ目）。足元に台座が付いたままの等身大の紙人形を脇に
抱え１人で街に繰り出す範統。周りの人がバカにして笑うのも目に入らず、範統は彼女を
引き連れ、笑顔を絶やさない（4 コマ目）。
この作品は結末に範統が直接的な打撃を受ける訳でもないが、根本的な問題の解決を求
めず、とことん深みに入り込む範統の姿に却って危うさを感じさせる。
孫之儁は「滑稽画」には最低でも一つの「笑いの材料」を含まねばならないとし、その
一つの手法として「無中生有（無中に生を有す＝根も葉もないこと、デタラメ）」を提示す
る。
 
とても寒い冬の日に服を脱いで、氷に向かって飛びこむ。この世で
は絶対にあり得ないことであるが、しかし、これを絵画として描き出
すことは、当然大笑いできるだろう21。  
範統のどうしようもない行為やその結果として引き起こされた事象はありえないことば
かりであるが、それこそが孫之儁の意図する「笑いの材料」なのである。
次に、女性関係の話題に唯一触れない回となった第 4 回（第 2 巻第 11 期）を見る。こ
の回は範統の出世欲や権威欲に絡む話題である。
「○○さんの紹介で来ました」とお偉方の威光を利用し（1‐2 コマ）、早速「課長」の
地位を得た範統（3 コマ）。しかし、管理職の業務である書類作成が（4 コマ）、自分で字
を読めず、仕事の遂行ができない。彼はそれを隠すべく、口外せぬことを条件に部下へ原
稿料を支払い、その代理作成を依頼する（5 コマ目）。その結果、業務を順調にこなすこと
ができ、上司から直接「とても才能があり、君には誰も及ばない。すぐ部長になってもら
おう」と言葉をかけられ範統は喜ぶ（6 コマ目）。 
孫之儁は「女・名誉」といった人々の欲望を毎回のテーマに反映させ、範統という「役
立たず」の登場を以て、より効果的な「滑稽」を創出しようとした。範統をどのように活
かすか、すなわち「滑稽な存在たらしめるか」に専心し、拘束されない、自由な創作が日
本占領区に存在していたことは興味深い。
ダメ男が女性の尻を追いかけ、果てには娼婦でも紙人形でも何でもいいから手に入れる、
金や出世のために動くなどの姿は、一時代を築いた 1920 年～1930 年代の上海漫画界の作
品群を髣髴させる。隆盛を極めた上海の漫画と似ているということは漫画家にとってみれ
ば栄誉な賛美とも思えるが、日本占領区においては時に批判の憂き目にあった。当時、文
芸作品中の性的・退廃的な表現が問題視されており、『北京漫画』についても政治漫画が足
りず、エロ漫画に重きを置きすぎるなどの声もあり、その娯楽性と宣伝工具とのバランス
に揺れる状況があった22。孫之儁は以下のように述べる。
 
あなたが滑稽画が人々にとってどんな長所を有するのか尋ねるなら、
いっそこう言いましょう、あなたに冗談を言い放ち、気晴らしをさせる
ものだと。また、理解し、察しがつく笑いがユーモアで、一目見てワハ
ハと笑えるのが滑稽なのだとも言えるでしょう23。 
 
                                                  
21 孫之儁『思想・手跡・足跡』、p17
22 南雲大悟、前掲書、p56
23 孫之儁『思想・手跡・足跡』、p11 
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彼は「ユーモア」と「滑稽」のニュアンスの大まかな差異に言及した。孫之儁は『北京
漫画』において「範統」シリーズ以外にも「滑稽画」の類を発表しているが、その多くが
「庶民の生活」や「家族」を題材にした作品である。それらは他の漫画家同様、当時の社
会状況などを踏まえた「理解し、察しがつく」言わば落ち着いた
．．．．．
漫画作品に属す。他方、
本章で取り上げた「範統」シリーズはそのキャラクターを以て、ストーリーに「無中に生
を有す」点をちりばめ、「ワハハ」の創出を体現させる作品だったのである。
4．孫之儁の漫画実作Ⅱ‐ 時局宣伝・諷刺漫画
孫之儁は娯楽作品の創作に寛容である24『北京漫画』という土壌を最大限に活かし、「範
統」ほか多くの漫画（特に滑稽画）を生み出した。しかし、彼自身が「時に滑稽画にも多
少諷刺性を帯びることがある25」と述べたように、彼の漫画作品の中にも社会生活の矛盾
や弊習などに対する批判の要素が確認できる。
「官職に就くには術がある」（第 4 巻第 7 期、1943 年）は、人事権を持つ高官に取り入
るため、賄賂として女性をあてがい官職に就くという内容の漫画である。これは現在の中
国でも問題になっている「性賄賂（性的贈収賄）」と同様の社会問題を描写した作品である。
ベッドに横たわる 1 組のカップル。女が耳元で「あなたはどうして官僚にならないの」
と尋ねる（1 コマ目）。男は女に「こうすれば官僚になれる」と耳打ちする（2 コマ目）。
場面は変わり、高官の部屋へ。男は高官に「紹介致します。これが妹です」と女を差し出
す。恥じらい上目遣いの女に対し、高官は品定めするかのようにじっと見つめ、一声「ニ
イハオ！」と声を掛ける（3 コマ目）。高官は女の手を握りしめ、2 人で「科学実験室」と
いう立て札の掛かる暗室へ消えようとする。高官は男に「少し待つように」と告げ、女と
共に暗室に入る。男は「どうぞご自由に」と一言（4 コマ目）。「事」を終えた高官はご機
嫌で、一服しながら、先の男に「どの官職に就きたいのか」と尋ねる。男は「県知事の職
を」とお願いする（5 コマ目）。県知事になるため、この土地を離れるべく高級車に乗り込
もうとする男。見送る女が「私は高官に仕えて、あなたが金持ちになって帰ってきたら、
元のあなたのところに戻るわね」と言えば、男も「きっと 1 年で 100 万は稼ぐから」と返
した（6 コマ目）。新しい県知事を出迎える地元で、男は「皇帝のようだ」とふんぞり返っ
て高笑いする（7－8 コマ目）。
同巻の編集後記において、編集者はこの作品を以下のように評している。
 
孫之儁先生は本号に精彩を放った。その「官職に就くには術があ
る」と題するコマ漫画は気迫がこもり、かつ明快で、20 年前の官界
の内幕を簡潔な言葉を用いて急所をずばり突ら貫いたと言える。幾
らか度を越しているかもしれないが、温厚な気配りが失われず、世
情を諷刺するも深い真心がある。 
「度を越す」というあたりが、いかにも「範統」作者の本領発揮と思えるが、この作品
も戦時期に見られる他の政治諷刺漫画に比べれば、明らかに「滑稽画」寄りの作品であっ
た。
孫之儁が戦時の政局を直接的に描いた作品を『北京漫画』で確認すると、該当するもの
が計 2 点見つかった。
「英米を撃滅せよ」（第 4 巻第 7 期：署名は「特哥」）は『北京漫画』出版 3 周年記念号
                                                  
24 南雲大悟、前掲書、pp56‐57
25 孫之儁『思想・手跡・足跡』、p11 
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の特集頁「『英米を撃滅せよ』漫画展」（見開き 2 頁）に掲載された。（図 3）
批判対象であるルーズベルトとチャーチルの頭部を大きく描き26、それぞれの脳天に 2
本の大きな木槌が振り下ろされ、制裁を加える。木槌には「日の丸」と「汪政権」の国旗
が描かれ、「英米撃滅」に向けて一致団結する姿勢が表現される。ただ、攻撃される 2 人
の表情は無表情で、範統や楊勝仁のような喜怒哀楽は見られない。絵のタッチも彼の「滑
稽画」とは一線を画し、陰影に注意を払った「スケッチ」に近い写実的なスタイルを採っ
ている。
翌月号にも「英米の末路」（第 4 巻第 8 期：署名は「特哥」、1943 年）と題する作品が
続けて掲載され、前号同様「滑稽画」とは異なる写実的なタッチで描かれた。特集頁では
ないが、この回も「英米批判」をテーマにした作品が見開き 2 頁に集められ、そこに孫之
儁も共演する。作品内容は画面に 2つのドクロが転がり、一つにはアメリカ、もう一つに
はイギリスの各国旗が描いてある。アメリカのドクロには一羽のカラスが仁王立ちし、鋭
い眼光のまま、両翼を大きく広げる。この 2つのドクロは、果たして前号で制裁をくらっ
た 2 人のもので、タイトル通り、その「末路」を描いたのだろうか。 
戦時期の政治宣伝に即して描かれた孫之儁の上記 2作品は、画面構成や対象の扱い方に
彼の滑稽画的要素を匂わせる。しかし、スケッチ作品に近い絵のタッチは彼が『北京漫画』
に掲載したこれまでの作品群とは差異が大きすぎる。これは孫之儁が意図的に取り組んだ
もので、彼の漫画創作と政治宣伝に携わる想い量る一つの判断材料と見なせる。
『北京漫画』は主にプロパガンダ作品を「時事報道漫画」欄や時局諷刺の特集頁にまと
めて提示することで、効率よく「日本軍部や汪政権への奉仕」をアピールしていた。毎号
欠かさぬ戦時宣伝は、ある種、戦時期における漫画家の「業務命令」であり、それをこな
すことが紙幅の大半を占める「自由な漫画スペース」を確保させ、更には「創作現場自体」
を存し続ける唯一の手段となりえた。当該誌における孫之儁の「漫画のすみ分け」は、自
身の純粋な漫画創作と業務命令たる宣伝工作に一線を画したいという意識の顕れ、更には
ある種の拒否反応とみることが可能ではないだろうか。
 
5．孫之儁の漫画実作Ⅲ－「抗日」のメタファー
 彼の略年表「孫之儁生平年表」（孫之儁『思想・手跡・足跡』人民文学出版社、2008 年、
pp291‐296）の記載内容は孫之儁自身の手による資料が存在しなかったため、彼の漫画作
品の発表年を整理したり、文化大革命後、彼の名誉回復申請のため、改めて彼の妻・丁階
青の記憶を整理したものなので、具体的な時点や場所、当時の職務や仕事内容については
明確に書けない部分もあったと注記が加えられる。とはいえ、日本占領区で活動した漫画
家のおおまかな来歴を知ることができる貴重な資料と言える。
この年表中、既に彼が『北京漫画』に作品を掲載していた時期である「1942 年」の欄に
以下のような記述が見られた。
 
孫之儁は『始終抗日』・『哀江南』・『武大郎』などの抗日をひそかに
暗示する宣伝画と漫画を創作した。 
これを裏付ける証言が孫之儁の義妹・丁冷の回想録にも残されている。当時、丁冷は中
国共産党の工作員であり、その活動に際し、孫之儁から多くの援助を受けていた。彼女が
北京入りを果たし、孫之儁宅で世話になったときの逸話である。 
                                                  
26 首より下の部分は玉子のような形で造形されるが印刷が不鮮明なため、その表現意図を汲むことがで
きなかった。 
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義兄・孫之儁は満州事変以前に省立第八中学の美術教員を務めて 
   おり、一人の愛国的青年漫画家である。私が北平について後、一枚
の大きな水彩画を見せてもらったことがある。絵は農村の田野であ
る。たわわに実をつけた柿の枝に大きな鉄の時計がつるされている。
木の左側には農民が一括りのもみを担ぎ、太陽が彼らの肩を照らす
という美しく明るい農村の絵である。
義兄はこの絵の内容を私に説明し、柿・時計・もみを担ぐ農民、 
      そして太陽を指さし、「これは 
『柿 （柿＝「始」shi）』、
『時計（鐘＝「終」zhong）』
『担ぐ（扛＝「抗」kang）』、
『太陽（日＝「日」ri）』 
である」と言った。身は敵地に在りながら、心は祖国に向いている。
  この水彩画は正門に長く貼られたが、この含意を本当に理解した
人は何人いるだろうか27。 
描かれた対象を指された順に読むと、中国語でそれぞれ「始・終・抗・日」という発音
に通じ、「始終抗日＝一貫して抗日する」という意味を表す。引用最後にあるように、孫之
儁が配した、この絵画に隠された暗示を多くの人はおそらく見抜くことが難しかったのだ
ろう。しかし、作者である孫之儁が意図的にそのような創作をしていたという証言を得た
のは『北京漫画』の創作活動を考える上で有用と考える。
今のところ、既存の図版資料等でこの「始終抗日」作品を確認することはできないが、
年表に提示されたうち、孫之儁の作と見られる「武大郎」が『北京漫画』に収録されてい
た。この作品に孫之儁の署名はないが、①当時、彼が作品を掲載し続けた『北京漫画』誌
上に、年表で挙げられた同一タイトル「武大郎」が確認できた点、②登場人物の表情（眉
や目つきなど）や体つき（肩から手にかけての位置、背中から腰への曲線）、物品（服の生
地、靴）などが彼の筆致と一致する。これらを根拠に年表で例示する「武大郎」に間違い
ないと判断する。今回、署名を伏せたという行為も抗日活動への配慮が見え隠れする。
「武大郎」は『北京漫画』（第 3 巻第 2 期‐4 期）で「接力連続漫画（リレー連載漫画）
武大郎」として掲載された28。この連載企画は毎回異なる漫画家がリレー式に 4 コマの作
画を行うものである。担当はそれぞれ第 3 巻第 2 期が金子、第 3 期は上官紅で、孫之儁は
第 4 期を担当した29。タイトルにある「武大郎」とは中国四大奇書の一つ『水滸伝』に登
場する人物である。人物の特徴としては「おとなしくりちぎな男。身のたけは五尺にもた
らず、顔はみにくく、頭のかっこうもぶざまなので三寸丁の穀樹皮とよばれていた30」と
あり、現在でも特に「外見が悪く、背の低い人物のことを侮蔑的に呼ぶ31」のに用いるこ
とがあるという。これは中国で常用される日本への蔑称「小日本」に通じる32。また、「武
                                                  
27  丁冷「回憶我在做地下工作時的戦闘生活」（孫之儁『思想・手跡・足跡』、pp264‐266） 
28  図版資料・姜亜沙編『民国漫画期刊集粹』第 9 冊では、続く 5 期－6 期が欠落しているため、他の作
家による継続連載がされていたかは確認できない。
29  金子と上官紅の作品には漫画と共にストーリーのキャプションが添えられ、孫之儁の担当回にはキャ
プションは付いていない。
30  高島俊男『水滸伝人物事典』講談社、1999 年、p507
31  為卿画眉「関於武大郎的謡伝」『幸福（悦読）』2009 年第 5 期 
32 多くの文芸ジャンルにおける日本軍人の形態としてチビのほか、痩せ、猫背、禿頭なども挙げられる。
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大郎」は「中国では最大のけなし言葉33」とも言われ、孫之儁が戦時における日本を暗示
する記号に「武大郎」を選んだのも理解できる。
 『北京漫画』掲載の「武大郎」作品は 3 人とも実際の物語に即した形で作画している。
また、毎回担当が替わったため、人物の顔や容姿、絵全体におけるタッチや画面構成など
全てにおいて異なる。ここでは、年表において「抗日の暗示」を含むと指摘があった孫之
儁の作品を中心に確認したい。
彼が担当したのは『水滸伝』のうち、「武大郎の妻・潘金蓮が西門慶と家の隣にある王婆
の営む茶屋で密通を重ね、それを知った武大郎が現場を押さえに乗り込む。しかし、逆に
西門慶の反撃に遭い、武大郎は病床に伏せる。そして、最後には妻に毒殺される」という
場面である。作品のコマ割りは以下のような配分でなされていた。
 1 コマ目：小間使いの鄆哥（うんか）が潘金蓮と西門慶が茶屋での不義を発見した場面。
2 コマ目：鄆哥に導かれ、武大郎が密通の現場である茶屋に乗り込む場面。（図 4）
3 コマ目：西門慶の反撃に遭い、蹴り倒されてしまう場面。
4 コマ目：その後、病床につく。「よく効く薬」だとヒ素を飲まされ毒殺される。
 
図版上は一見して抗日を匂わす記号が見当たらない。しかし、先に触れた通り、武大郎
をより矮小に描くことで、その身体的特徴を強調し、「小日本」と結び付けたとも捉えられ
る。しかし、「抗日の暗示」は読者全員が享受できるわけもなく、図版から読み取れぬ者に
は単なる「滑稽画」の手法としてのデフォルメと感じるだけである。2 コマ目は小間使い
の少年よりおおげさにチビにし、3 コマ目では画面の端に小さく丸まって描くことで、そ
のチビらしさ
．．．．．
を際立たせる。また、2 コマ目で登場した武大郎の「皺くちゃな顔」や「手
を引かれて歩くさま」は、親もしくは飼育員に連れられる「子猿」や「チンパンジー」を
想起させる。欧米で日本人を視覚化する際、「猿（イエローモンキー）」として描かれるこ
とが多いが、中国においても諷刺漫画に日本軍人が猿として登場することが少なくない34。
よって、孫之儁が描いた「猿似の武大郎」は批判対象である日本人と重ねるに十分な記号
となっている。この暗示を読み取るかどうかは受け手次第となるが。
「武大郎」という言葉が元々有するマイナスイメージだけでも批判対象と結び付けるこ
とは可能である。では、リレー式連載に参加した金子や上官紅らも孫之儁同様、今回の「武
大郎」を描く機会を得たことで、抗日の暗示に利用しようとしただろうか。その可能性は
低いだろう。なぜなら、今回、リレー開始から第 3 回目の担当者のみが物語中の「武大郎
の毒殺」という場面を描くことができるからである。孫之儁は第 3 回目の作画担当という
好機に乗じて、「猿似」・「武大郎」、そして「絶命」の 3つの暗示を重ねたことで、確信犯
的に「日本人打倒」というメッセージを完成させたと考えられよう。
 
おわりに
以上、中国漫画・中国漫画史研究において空白となっていた「日本占領区」の創作状況
について調査すべく、雑誌『北京漫画』に携わった漫画家・孫之儁の実作を軸に、彼自身
                                                                                                                                                     
（武田雅哉「中国の〈連環画〉をめぐって－〈日本鬼子〉を鑑賞しつつ」乾淑子編『戦争のある暮らし』
水声社、2008 年、p206）また、近年、日本に対する侮蔑表現として、武大郎と日本との関係性を挙げる
ものが散見できる。南山樵夫「世界杯上的旗幟」『江南時報』2002 年 6 月 13 日第 23 版など。
33  高島俊男、前掲書、p508
34 王敦慶「侵入者請従此門進会場－日本人眼光中的九国公約会議」『救亡漫画』第 9 号の表紙、1937 年
や張楽平「殺鶏儆猴図」『戦時画刊』1937 年 10 月 23 日などがある。 
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及びその作品の特徴を概観してきた。その調査結果につき、以下にまとめる。
戦時期、多くの漫画が政治宣伝の工具へと収斂されていく中、『北京漫画』は娯楽作品の
創出を堅持した。その一翼を担っていたのが孫之儁である。彼の「範統」シリーズは俗な
題材で、当時においては退廃的との謗りも免れなかったが、戦時下の日本占領区で「範統」
を描くことこそ、彼の漫画観である「何の拘束も受けない絵画＝漫画」を体現するもので
あったと指摘した。
滑稽画の他、彼の諷刺漫画が 2 点確認できた。それらは滑稽画でなされた軽妙な筆致と
は全く異なり、写実的なスケッチに近いものであった。これは彼が意図的に「自身の漫画
と諷刺・宣伝作品は別個の物」として、漫画の描き分けを行った結果と指摘した。
最後に、孫之儁の漫画創作に関する証言を基に、抗日的暗示を含む作品につき検証を加
えた。今回取り上げた「始終抗日」や「武大郎」を創作したこの時期、孫之儁は義妹の地
下工作活動を支援しながら、『北京漫画』に携わった。そんな状況も影響したのか、彼は「何
も拘束を受けない絵画」の創作実践として、最も拘束を受けるだろう「日本占領区での抗
日宣伝」に踏み入った。ここに至り、創作活動に緊張感を保ちながら、「漫」を実践するこ
とに打ち込んだに違いない。具体的な 2つの抗日暗示の事例を通して、同音字や図像イメ
ージを駆使した表現手法につき検証することができた。この検証後、『北京漫画』を改めて
読み直すと、抗日の暗示が含まれそうな図版が数点確認できた。これらの検証については
今後の課題としてつなげたい。
これまで自身の研究では日本占領区における『北京漫画』の特徴として、①漫画の多様
性（諷刺・宣伝漫画と娯楽漫画のバランス、共産党統治区との比較）、②日本人漫画家との
交流（『カリカレ』との接点）などを挙げてきたが、今回の調査を踏まえ、③「抗日」の隠
喩表現、また、その前提となる中国漫画全般に係る図像分析が新たな課題として見えてき
た。
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（図 1）『北京漫画』第 2 巻第 6 期
    「我所嘲笑的是…」 
   （図 2）の吹き出し
    1 コマ目 男・ZZZZ
    2 コマ目 男・僕は君を本当に愛している！ 
女・私もよ！          
    3 コマ目 男・本当に楽しい！
        女・私たち公園を散歩しましょう。 
4 コマ目 男・僕に嫁いだら、幸せにするよ！
    5 コマ目 女・甘いキスをしましょう。
        男・どうして口臭が？
    6 コマ目 男・あ、しびんだったのか！
 
 
 
 
 
 
1 コマ目 2 コマ目 3 コマ目 
4 コマ目 5 コマ目   6 コマ目 
 （図 2）『北京漫画』第 2 巻第 9 期
 ↓      「範統與楊勝仁」 
（図 4）『北京漫画』第 3 巻第 4 期
      「武大郎」 
（図 3）『北京漫画』第 4 巻第 7 期
     「撃滅英米」 
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